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　奥川の地は、喜多方と津川を結ぶ道の中ほどに位置し、

米や塩が運ばれ、人や馬の往来の多いところでした。し

かし、奥川の村は谷あいにあり、西へ行くのにも東へ行

くのにも峠を通らなければなりません。その峠の１つ「花

立峠」は、真ヶ沢集落の東にあり、喜多方への道はここ

を通るのが主でした。真ヶ沢から登り坂となり、小綱木

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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集落にある西光寺前を登って行きます。その坂を登りきったところが花立峠頂上になります。頂上

からは、前方に万年雪を頂く飯豊山を眺めることができ、疲れを癒してくれます。『新編会津風土記』

大船沢村の条に「花立坂 ( 前略 ) ここに花台石と彫り付けたる石塔あり、高さ三尺を計る、飯豊山

神社の正面に当たれりとて石塔を立てしとぞ」とあり、ここは飯豊山神社の遙拝所でもありました。

　また、この峠周辺には狐に騙
だま

された話が多く伝わっています。

　昔、お万、お七、次郎という３匹の狐が「騙しくらべ」をして得

意になっていました。いつしか、お七と次郎はお万の騙し上手には

かなわないと降参し、この地を去っていきました。お万の技はその

後も衰えることなく騙し続け、多くの通行人を困らせたということ

です。

　それからは、次のような唄が伝わったということです。

　　　　 お万なるかや古狐　年
とし

増
ま

女
おんな

に化けて出て

　　　　 酒よ肴とだまされて　何を食ったか分らぬが

　　　　 枯葉のせんべい土の菓子　馬
ま

糞
ぐそ

の山の茶
ちゃまんじゅう

饅頭

　　　　 溝
みぞ

田
た

の窪み風呂とみて　脱いで入るや水たまり

　　　　 働き金のあらましを　木の葉の小判と替えられて

　　　　 後の祭りだもう遅し　頭抱えて如何にせん

　　　　 帰る我が家に子の顔と　角たて怒る恋女房


